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オレンジパワー活用セミナー概要

主催・対象者

⚫ 認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で自分らしく暮らすことができる環境・体制づくりを推進するた
め、認知症地域支援推進員や認知症疾患医療センター職員など、認知症の人や家族の支援者等が、ピアサポート活動等の重
要性を学び、認知症の本人の視点に立った施策を推進することを目標に、令和元年度より当該セミナーを実施。

⚫ セミナーについては年間３回セットで実施。(1回目 R7.5.27) (2回目 R7.６.24) (3回目 R7.12.23)

⚫ 主 催：山口県健康福祉部 長寿社会課

⚫ 対象者：行政の認知症施策推進担当者、認知症地域支援推進員、認知症疾患医療センター職員、認知症介護指導者、認知症の家族会員等

⚫ 認知症本人の声や視点を活かし、市町村における認知症施策の企画立案や評価に反映
させることを目的として開催。

⚫ 「第七次やまぐち高齢者プラン」において、認知症施策の本人の発信支援や施策企画
等への参画している市町数を４市町村（R1）から11市町村（R4）へと増加させるこ
とができた。

⚫ 認知症介護研究・研修東京センター永田久美子先生の協力、助言を得て、内容を企画。
地域の関係者の繋がりの強化、推進を狙って異なる立場の２人１組での参加とした。

【２人１組の例】

市町認知症施策担当者＆認知症地域支援推進員、認知症地域支援推進員＆認知症の家族会員

認知症地域支援推進員＆認知症介護指導者、認知症疾患医療センター相談員＆認知症の本人

セミナー開始までの経緯
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⚫ 受講後、セミナーで学んだ内容を職場ですぐに実践することで、得られたスキルや情報を共有できるほか、本人の視点を活か
した活動を継続して実践することができた。

⚫ セミナー受講生の活動報告を活動紹介集としてまとめ、県ホームページに掲載することで、受講者以外もピアサポート活動の
重要性と本人の視点を活かした施策運営のヒントを学ぶことができた。

セミナーの成果

関連支援制度 (補助金名など )

⚫ 都道府県介護保険保険者努力支援交付金 ⚫ https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/49/18525.html （山口県HP）

当日の様子など

令和７年度オレンジパワー活用セミナー 第１回 ～山口県～
＃認知症施策

視察日：令和７年５月27日

⚫ 講話 認知症介護研究・研修東京センター 副センター長 永田 久美子先生

テーマ「本人の声を活かした小さな改善や取組を実践しよう」

古い認知症観から新しい認知症観へ考え方を変えることが重要であり、
なによりも本人の声が出発点であることをポイントに、ご講演いただき
ました。

⚫ グループワーク テーマ「自分の強みを活かした活動や方法を考えてみよう」

参加者の方々が緊張している様子は見受けられましたが、積極的な会話が展開され、
活気のあるグループワークとなりました。

⚫ 参加者は保健師の方が多く、その他の職種として社会福祉士、作業療法士の方も参加され
ており、セミナーを通じて自身やパートナーの専門職としての強みを再認識するほか、日
常の所属を越えてスキルや情報を共有し、今後に向けて前向きにグループワークに取り組
んでいました。

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/49/18525.html


3

【本人】（軽度認知障害）
「体操や卓球をするために市民センターまで歩いて行けるが、娘に心配や負担をか
けるから・・・」「一人でも大丈夫」と思っている本人

【家族】
「一人で行かせたら、周りに迷惑をかけるのでは」という心配な気持ち

この「差」を埋めることはできないか？

実例

令和６年度活動報告：周南東部地域包括支援センター

令和７年度オレンジパワー活用セミナー 第２回 ～山口県～
＃認知症施策

視察日：令和７年６月24日

⚫ テーマ
「令和６年度活動報告 ー本人の好きなこと・続けたい活動から地域のつながりを考えるー」

実例を交えて、本人の声や家族の思いの「差」についての紹介いただいた。

⚫ 【行ったこと】
①本人の活動状況・②本人の好きな活動への思い・③家族の思い
の３つについて状況把握を行うことで、本人及び家族双方が表出する思いを汲み取ることがで
き、それによって本人が好きな活動を続けるための解決策や、家族の不安を安心に変える解決
策等を見いだせた。

⚫ 【取組を通じた専門職としての気づき等】
専門職として本人のやりたい「思い」に耳を傾け、家族にもその思いを伝えることで、送迎と
いった家族が可能な範囲での協力を得ることができ、市民センターでの活動を継続できている。
本人の気持ちに寄り添い、家族へ状況を伝えることで、理解を促し、本人の持てる力、可能性
を引き出すことができるのではと改めて感じた。



⚫ 認知症ともに希望を持って暮らせる社会に ～やまぐち希望大使誕生から１年～

令和６年度版 https://youtu.be/AX0ti2kCrlg （通常版：16分50秒）
令和６年度版 https://youtu.be/NPTtyRBLkCE （ショート版：５分30秒）

https://www.pref.Yamaguchi.lg.jp/soshiki/49/246192.html （山口県HP）
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本人の実際の声を聴いてみよう ～小さな改善や取組の連鎖を作り出そう～

「やまぐち希望大使」メッセージ動画の公開

令和７年度オレンジパワー活用セミナー 第２回 ～山口県～
＃認知症施策

視察日：令和７年６月24日

⚫ 若年性認知症の人からのメッセージ

テーマ「若年性認知症の人の想い ～診断からこれまで～」

講師：①やまぐち希望大使 中定 ひとみ 氏
②やまぐち希望大使 阿部 俊昭 氏

５月27日に行った第１回セミナーのアンケートで、希望大使のお二人へ聞きたいことを募集。
アンケートで寄せられた内容を、山口県長寿社会課の賀原氏とともに、Q&A方式でお答えいた
だきました。

⚫ 認知症本人や家族の発信による効果に対する支援関係者の感想

☞ 「私、認知症」と言えるすごさに感銘。温かい気持ちとなり、元気をもらった。

☞ 認知症の方へのイメージが大きく変わった。全てができなくなる、分からなくなると思い
込まず、その人が出来ることを伸ばすことが、生き生きとした生き方をサポートする上で大事。

☞ 認知症になっても幸せな時代になってきたという言葉が印象に残った。そのように言って
もらえる市町村にすることが大事。

https://youtu.be/AX0ti2kCrlg
https://youtu.be/NPTtyRBLkCE
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/49/246192.html
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グループワーク

令和７年度オレンジパワー活用セミナー 第２回 ～山口県～
＃認知症施策

視察日：令和７年６月24日

⚫ テーマ
「やってみようと思ったことを話してみよう！」

⚫ グループワークは、個人で「①今後の活動で大切にしたいと思ったこと」「②これからやってみたいと思ったこと」について
考えた後、パートナーとその内容を共有し、さらに他グループと共有する、という３つのステップで行われ、普段業務に携わ
る上で抱える悩みや課題について、グループで話し合ったり、情報交換を行いました。

⚫ 日頃、話すことが少ない「今後こういう施策をやってみたい、こういう施策を考えている」などについて、活気のあるグルー
プワークが行われていました。
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当該取組の参考資料
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